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その稜線をほのかに染めゆく朝日。(
湯の沢峠から望む夜明けの富士山)
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豊かな自然　歴史と文化に彩られた　果樹園交流のまち　甲州市
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甲州市長
田 辺 篤

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

望
に
輝
く
平
成
2
8年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
１０
周
年
を

迎
え
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

や
催
し

を
通
じ
て
、
多
く
の
皆
様
方
が
交

流
を
深
め
た
と
共
に
、
未
来
へ
の

扉
を
開
く
節
目
の
１
年
で

あ
り
ま

し
た
。

そ
の

節
目
の
年
の
フ
月

に
は
、

・
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
地
区
「
上

条
集
落
」
が
、
国
の
文
化
審
議
会

か
ら
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
８

月
に
は
、
経
済
産

業
省
が
、
甲
州
ワ
イ
ン
を
取
り
巻

く
本
市
の
地
域
振
興
を
応
援
す
る

「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
を
国

内
で
初
め
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
ワ
イ
ン
の
代
表

ブ
ラ
ン
ド
「
甲
州
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
）
」

を
世
界
へ
販
路
開
拓
、
2
0
1
4

年
度
の
民
間
調
査
で
全
国
2
2位
と

発
表
さ
れ
た
「
甲
州
市
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
は
、
本
年
度
納
税
額
が

フ

億
円
（
平
成
2
7
年
１２

月
現
在
）

を
超
え
る
な
ど
、
着
実
に
甲
州
市

の
施
策
が
各
地
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
成
果
と
し
て
「
甲
州
市
フ
ァ

ン
」
が
確
実
に
増
え
て
い
る
も
の

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

∧y ｊdl
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県 指 定 無 形 民 俗 文 化 財

田 野 十 二 神 楽

明暦２年頃、伊勢の国から移したものといわれ、そ

の名の通り１２の舞が次々に展開される独特の趣を

持った神楽です。　　　　　¶■｡　・

◆開催日　１ 月１６ 日( 土) 午後6 時30 分~

◆場　所　田野集会場( 大和町田野地区)

市 指 定 無 形 民 俗 文 化 財

藤 木 道 祖 神 祭 太 鼓 乗 り

燃え上がるどんど焼きの炎を挟んで、向かい合った

大太鼓の上の役者が、歌舞伎の名場面を掛け合いで

演じます。
◆開催日　１ 月１４ 日( 木) 午後7 時~

◆場　所　放光寺駐車場( 塩山藤木地区)

県 指 定 無 形 民 俗 文 化 財

一 之 瀬 高 橋 の 春 駒

笛・太鼓・鉦によるお囃子と歌に合わせた駒踊りで

構成され、道祖神場や各戸を巡りながら踊り、結婚

や子供の誕生、新築があった家には「水祝儀」や「弁

慶」という特別なお祝いが仕立てられます。

◆開催日　 １ 月１０ 日（日）午後６時～

◆場　所　甘草屋敷（塩山上東地区）

そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
で
は

少
子
高
齢
化

な
ど
が

一
層
進
み
、

人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
国
を

挙
げ
て
「
地
方
創
生
」
に
向
け
て

の
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
「
甲
州
市
地

域
創
生
検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

現
在

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

私
は
市
長
と
し
て
、
こ
の
地
方

創
生
が
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

。大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
将
来
へ
と
向
か
う
甲
州

市
の
最
大
の
魅
力
は
、
豊
か
な
自

然
景
観
は
も
と
よ
り
、
先
人
か
ら

継
承
さ
れ
た
歴
史
や
伝
統
、
優
れ

た
技
術
を
持
つ
産
業
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
よ
っ
て

育
ま
れ
た
地
域
力
こ
そ
が
、
甲
州

市
が

誇

る
地

域
創

生
の

源
だ

と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

市
民
の
皆
様
と
甲
州
市
を
応
援
し

て
い
た
だ
け

る
皆
様
方
と
の
協
調

で
結
ば
れ
る
「
地
域
総
合
力
」
で
、

個
性
あ
る
豊
か
な
甲
州
市
の
発
展

に
向
け
て
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。
　
　

う

結
び
に
、
皆
様
方
の
な
お
一
層
　
　

ゆ

の
ご

支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
　

九

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
　
　

こ

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

ぐ
亀

。゙

Ｊ

」
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峡
東
地
域
は
、
そ
の
名
の
と
お

リ
甲
府
盆
地
の
東
側
に
位
置
し
、

日
本
で
も
有
数
な
扇
状
地
と
し
て

知
ら
れ
、
果
樹
栽
培
に
最
も
適
し

て
い
る
場
所
と
い
わ
れ
、
日
本
を

代
表
す
る
果
樹
王
国
で
あ
る
山
梨

県
の
中
心
的
な
地
域
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
伝
統
あ

る
峡
東
地
域
の
果
樹
農
業
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
、
発
展
、
さ
ら

に
は
美
し
い
農
村
景
観
を
後
世
に

残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
農
家
は
も
と

よ
り
、
若
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ

る
果
樹
農
業
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
、
最
も
大
切
な
牛
ｊ
ワ
ー
ド

と
な
り
ま
す
。

１

Ｆ-

唇

州
市

、

山

梨

市

、

笛

吹

市

の

３

市

と

山

梨

を

目

指

し

、

昨
年

の

１０

月
2
7
日

に

進

協

議
会

（
会

長

田

辺

市

長
）

か

は

、
2
0
1
7

干
・・
妄
乃
‥Ｕ
一
弄
之

母

外
へ
Ｐ
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ま
た
、
世
界
で
認
め
ら
れ
る
果

樹
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要

で

あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
地

域
農
業
や
農
産
物
に
付
加
価
値
を

持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
、
有
利
な

果
樹
販
売
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
か
ら
、
早
々
に
農
産
物
の

価
格
上
昇
や
地
域
振
興
の
成
果
が

出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
先
人
か

ら
継
承
さ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で

の
果
樹
産
地
の
暮
ら
し
が

「
世
界
」

に
認
め
る
こ
と
で
、
峡
東
地
域
の

皆
さ
ん
が
地
域
産
業
へ
の
誇
り
と

自
信
を
、
さ
ら
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。

昨
年
口
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

講
演
し
た
永
田
明
さ
ん

（
国
連
大

学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研

究
所
）
は
、「
価
値
を
高
め
る
の
は
、

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で
あ
る
」
と

農
業
遺
産
へ
の
市
民
の
関
わ
り
を

話
し
ま
し
た
。

峡
東
３
市
と
山
梨
県
で
設
立
し

た
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で

は
、
2
0
1
7

年
度
の
認
定
を
目

指
し
て
、
農
林
水
産
省
へ
の
申
請

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
、
地
域
に
活
性

化
の
好
循
環
を
も
た
ら
す
世
界
農

業
遺
産
の
認
定
に
向
け
て
、
峡
東

３
市
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

世 界 農 業 遺 産 シ ン ポ ジ ウ ム 開 催

峡東地域世界農業遺産推進協議会と山梨県が昨年１２月６

日、「守ろう、伝統ある果樹農業と美しい農村景観」をテー

マにシンポジウムを勝沼ぶどうの丘で開催しました。シン

ポジウムには地域住民ら約３００人が参加。永田日月さんの

基調講演のほか、熊本県阿蘇市の世界農業遺産推進研究会

代表の宮本健真さん、石川県珠洲市役所の金田直之さん、

峡東地域を代表して推進協議会長の田辺市長が登壇し、パ

ｋ ネ
ルディスカッションを展開しました。

広報こうしゅう
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＊お花見＊
○平沢「ザゼン草J　　　Xlllld　　2

月下旬～3 月下旬

○慈雲寺「イトザクラJ　　　 」

4 月上旬　　　　　　　　 £

一○甚六桜公園　4 月上旬　　 ，
○えんざん桃源郷　　　ISIS　　4

月上旬～中旬

○雲峰寺「峰のサクラ」
４

…………

でl

ド了

k

k

ヶ報こうしゅう

１ 凧
４ ／ １ ２ （火 ）

４ ／ １ ８ （月 ）

－｡　　　　　W1_. ＬＬμj･Jt j1;

孤 朧 團

信玄公忌（恵林寺）

秋葉神社例祭（向嶽寺）

ある～く こうしゅう　春のスタンプラリー

３月下旬～４／１８日（月）

つるし飾リづくリ無料体験教室

■場　所

甘草屋敷内 「特設会場」

１日　 時

３月中の毎週土曜日　

午前１０時～午後３時

体 験教 室で は干 支

「さる」を作ります。

甘草屋敷特産品販売所　昔３３ － 5917

期間中は、特産品の販売。地元産の味噌おでんや甘

酒がおすすめです♪

■主　催　甲州市・甲州市教育委員会・甲州市観光協会
甲州市商工会

・ 協　力　甲州市観光ボランティアガイドの会
◆お問い合わせ先　観光交流課　登３２ － 2111 （代）

惣７
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甲州市商工会（松橋勝美会長）が11 月１９日、東京都内

で開催された第５５回商工会全国大会で優良商工会等顕彰

事業：２１世紀商工会グランプリの準グランプリ賞を受賞

しました。

この受賞は、平成２１年度から国、県、市の支援を受けて

取り組んでいる［甲州ワインのＥＵ輸出プロジェクト］に

おいて、甲州種ワインの輸出成果にとどまらず、日本ワイ

ン人気の高まり、地域観光への波及のほか国が地域ブラン

ド成功事例に取り上げたことなどが高く評価されました。

なお、平成２６年度現在では、海外輸出実績が38,502 本

（EU:12,ﾌ26 本）と甲州市産のワインが国内のみならず世

界における認知度が高まりました。

（上）準グランプリの表彰を受ける志村商工会副会長
（下）イギリスで開催したプロモーション活動（平成２６年１月）

平成28 年１月

ｊ
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が 家の スタ ー｣マ･は､ 元気 な あ子 さ んの写 真を 募集し マい ま す。

ご両 親の コメ ント を添 え マ広報 担当 まマ あ 申し 込 みく ださ い。

ひろせ たいが
広 瀬 大 翔くん（1 歳）

愛 凛 ちゃん（1 歳）

２人でパパとママを選んでくれて

ありかと。いっぱいの愛をもって
凛と強く、大きな夢に翔いてね！

父・大介さん、母・桂子さん

(下塩後)

みつもりあんな
三 森 杏 奈ちゃん （9ヶ月）

杏奈ちゃんの笑顔最高です。

元気に明るく育ってねワ

父・昭栄さん、母・若奈さん

(下塩後)
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ポ イ ン ト 窓 言回し 言言か回
＊うがい、手洗いをしましょう。
＊適度な湿度を保つようにしましよ －つ

Ｏ

＊ バ ラ ン ス の 良 い 食 事 を と り 、 睡 眠 を し っ か り し ま し ょ う 。

＊ せ き エ チ ケ ッ ト を 守 り ま し ょ う 。

せきエチヶツトつて?　 ⇒せきやくしゃみをする時は、ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。

＊ 人 混 み や 繁 華 街 に 外 出 の 際 は マ ス ク を 着 用 し
、 不 要 不 急 な 外 出

を 控 え ま し ょ う 。

広報 こう しゅ う

『 有 料 広 告 』 を 募 集 し ま す ！

(毎月１日発行　12,000 部)　

市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、有料

広告を募集します。３ヵ月間を１クールとし、広報こうしゆうへ

掲載する有料広告を募集します。

一一 一

ダ　　　　　 ｌ　 ぷ=;　ﾌﾐﾖ 胴Ｘ蒐皿E・｡

募集要綱および申込書は、市ホームページをご覧ください。

◆お申し込 み・お問合せ

政策秘書 課 秘 書 ・広聴広報担当　 ＴＥＬ３２-５０６３

ホー ムペ ージアドレスhtt ｐ://ｗｗｗ.citｙ.koｓhｕ.ｙａｍａｎａｓhi.jｐ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9

